
□ 事業内容（R3）
１ 上松町森林環境整備基金積立

【事 業 費】7,529千円

【実 績】(基金積立額）

令和元年度：譲与税(入) 9,348千円－事業費(出)         0千円＝ 9,348千円

令和２年度：譲与税(入) 19,866千円－事業費(出)  5,505千円＝14,361千円

令和３年度：譲与税(入) 19,880千円－事業費(出)12,351千円＝ 7,529千円

積立額 ＝31,238千円

➢ 今後、個人所有者から町に森林の経営管理を希望され、森林整備が必要とされる森林は増加の一途を辿り、森林環境譲与税が不足する
ことが懸念されるため、「上松町森林環境整備基金」を設け、不測の事態に備える積み立てを行いました。

➢ その他にも森林環境譲与税の使い道には「森林所有者や境界が判らない等、森林での課題解決」「林道・林業専用道の整備・維持修
繕」「人材育成・担い手の確保」「森林・林業の意識や木材利用促進に関する普及活動等」多岐に亘ります。いざ必要な時に必要な額
を賄うためにも予算を備蓄しておく必要もあります。

長野県 上松町（上松町森林環境整備基金積立）
基金積立



□ 事業内容（R3）
１ 事業推進分担金

【事 業 費】5,245千円（森林環境譲与税）

【実 績】

上 松 町：経営管理制度対象区域の抽出、森林経営管理事業執行

広域連合：個人森林所有者の確認、説明会、意向調査、経営管理権計画作成

森林所有者の同意取得、事業化計画、設計等の 運営費等に充てられます。

➢ 木曽郡では木曽地域の６町村が連携して森林経営管理制度を進めていくために、令和2年4月、木曽広域連合内に「森林整備推進室」を
設置し、森林所有者に対する意向調査やその準備作業、制度運用を協力して行うための分担金を拠出しています。

➢ 上松町では既に小川周辺（田口）の164haの22名の森林所有者から町への経営管理権の委託が希望され、事業が実施されています。

また別の小川周辺（灰沢）の56haの16名森林所有者からは、町への経営管理権の委託が希望され、森林経営管理の準備をしています。

長野県 上松町（森林経営管理推進事業分担金）
森林所有者の意向調査等

田口地区
・令和3年 6月：対象地の経営管理権が町に設定。
・令和3年11月：プロポーザル(企画提案)方式により、経済林を再委託する事業者を選定。

灰沢地区
・令和3年 6月：対象区域の森林所有者の意向調査（自力管理又は町へ管理委託）を開始。
・令和4年 1月：集積計画を公告。



□ 事業内容（R3）
１ 諸原獣害対策緩衝帯整備

• 有害鳥獣（主に猿）を対象とした緩衝帯設置施業。

【事 業 費】2,156千円（全額、森林環境譲与税）

【実 績】0.36haの緩衝帯を整備

➢ 上松町では、森林では鹿・熊による樹皮剥ぎの他、猪や猿の農作物被害のも深刻で、特に猿は農作物に限らず、民家周辺に出没し、住
民に威嚇するなどの横行が顕著であるため、集落と接する林縁に、身を隠す密林を緩衝帯として整備してゆく方針です。

令和３年度においては、諸原地区において、獣害防止に伴う緩衝帯整備を実施しました。

長野県 上松町（森林環境譲与税に基づく町による獣害防除緩衝帯の整備）
森林整備

□ 事業計画

１ 捕獲者の高齢化もあり獣の捕獲は年々困難な状況で、被害

連絡も広範囲に広がっています。

今後も町内において森林に隣接し民家周辺に出没して、住民に

被害を及ぼす場所を優先的に緩衝帯整備を実施していきます。

施業前 施業後

施業前 施業後

施業中：整備前の森林内は密林

施業中：針葉樹は枝卸し

農地に隣接し鬱蒼とし
た獣等が潜む森林でし
たが、森林整備（緩衝
帯整備）で、見晴らし
がよくなり、獣も出没
しづらくなりました。



□ 事業内容（R3）
１ 公共施設（上松小学校ベランダ）木柵修繕事業

• 既存ベランダの、老朽・腐食した木柵を修繕。

【事 業 費】4,950千円（一連作業のため全額森林環境譲与税）

【実 績】18箇所/4m区間を実施

➢ 上松町では、「ひのきの里」に相応しい木材をふんだんに使用した小学校建設から約30年余りが経過し、風雨にさらされているベラン
ダの木柵が劣化・腐朽により強度が低下してきた。森林環境譲与税の創設を機に、学び舎の修繕を目の当たりにして木材の利用や、地
域の産業であることを理解してもらえるように取り組んでいく方針です。

➢ 令和3年度においては、小学校のベランダの木柵の修繕を行いました。

長野県 上松町（ひのきの里の小学校に木のやわらぎを再び）
木材利用

事業１：施工後）

□ 工夫・留意した点

１．現状に合うように塗装等現地加工しながら設置しました。

２．格子状の部材であること。安全最優先のため主要部分の

金属に木材を併用したデザインで、地域の木材産業を児童

に身近に感じられるようにしました。

施工前：ベランダ木柵

施工前
：木柵の端部が腐朽してきています

施工前
：木柵も割れが入ってます。 施工後

：傷んだ木柵を交換修繕しました。


